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研究成果の概要（和文）： 潜在的動脈硬化の一指標の冠動脈石灰化の進展と、脂肪肝との関連を、初回調査・追跡調
査時に冠動脈石灰化スコアやCTの肝臓・脾臓CT値比、飲酒量を計測し、その結果より解析した。
 一般住民1,112名を調査し、その841名を追跡し、解析した。初回調査で脂肪肝でなかった772名（91．8％）の内、7.4
％(57名)が平均4.9年後に新たに脂肪肝を発症した。
 初回調査時のBMIと中性脂肪値は脂肪肝発症と有意に関連したが、飲酒量は有意な関連を認めなかった。年齢、飲酒量
、収縮期血圧、LDLコレステロールは冠動脈石灰化進展と有意な関連を認めたが、初回調査時のCTの肝臓・脾臓CT値比
は有意な関連を認めなかった。

研究成果の概要（英文）：Relationship between the development of coronary artery calcification and fatty 
liver was studied. Coronary artery calcification score (CAC score), liver/ spleen CT value ratio (LS 
ratio), and the amount of drinking were measured at a baseline survey and the follow-up survey.
Out of 1,112 people, 841 people joined the follow-up survey and were analyzed. Among 772 participants 
(91.8 %) without fatty liver, 57 participants (7.4%) newly developed fatty liver after an average of 4.9 
years. BMI and triglyceride at the baseline survey had significant associated with the development of 
fatty liver. The amount of alcohol consumption had no significant association with the fatty liver 
development. CAC score development had significant association with age, alcohol consumption, systolic 
blood pressure, and LDL cholesterol. LS ratio of the baseline survey had no significant association with 
the CAC score development.

研究分野： 疫学

キーワード： 潜在的動脈硬化　冠動脈石灰化　脂肪肝　飲酒量　コホート研究　肝臓・脾臓CT値比

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

内臓脂肪型肥満やそれに代謝異常を伴う

メタボリックシンドロームでは、高血圧、脂

質異常症、インスリン抵抗性を介し、動脈硬

化性疾患を惹起する。メタボリックシンドロ

ームは非アルコール性脂肪肝（NAFLD）を併

発しやすい。 NAFLD と動脈硬化性疾患発症前

の潜在的動脈硬化との関連は明らかにされ

ていない。 

 

２．研究の目的 

本研究は潜在的動脈硬化の一指標である

冠動脈石灰化の発症・進展と、脂肪肝との関

連、および脂肪肝の促進因子を縦断的に検索

することを目的とする。 

具体的には以下の項目を明らかにする。 

①脂肪肝の発症率を明らかにし、脂肪肝に影

響を与える因子および影響の大きさを明ら

かにする。 

②潜在的動脈硬化の指標である冠動脈石灰

化に対する脂肪肝の影響の大きさを明らか

にする。 

③脂肪肝は飲酒の影響を大きく受けること

が分かっているため、多量飲酒者とそうでな

い者を層別化し、上記①②を別途行う。 

 

３．研究の方法 

(1)概要 

 本研究は、一般住民 1,100 余名を対象に潜

在的動脈硬化進展度について行った調査の、

追跡調査に基づく。今回の追跡調査の実施に

当たり、研究参加者の飲酒量の調査及び脂肪

肝の調査を本課題の研究費で行った。 

平成 24年度は調査・解析の整備を行った。

平成 24～26 年度にかけて調査の際に脂肪肝

や飲酒量のデータを得た。平成 27 年度はこ

れまでに得られたデータを整備・解析した。 

 

(2)調査の方法 

脂肪肝については、画像解析プログラムを

用いて CT 画像より、肝臓・脾臓の CT値の計

測を行った。肝臓・脾臓 CT 値比（LS 比）≦

0.9を脂肪肝、LS比＞0.9を非脂肪肝とした。

また、脂肪肝判定の経時的変化について、表

1のように分類した。 

表 1．脂肪肝判定の経時的変化 

初回調査 追跡調査
脂肪肝非発症群 - -
脂肪肝発症群 - +
脂肪肝改善群 + -
脂肪肝群 + +

脂肪肝の判定

 

 

飲酒量については研究参加者が摂取する

アルコールに関して、種類・頻度・量などを

調査し、後に純アルコール摂取量(g)に換算

した。 

脂肪肝は、NAFLD とアルコール性脂肪肝に

分類した。NAFLD は初回調査時に純アルコー

ル摂取量 20 g/日(日本酒 1 合に相当)未満の

群、 アルコール性脂肪肝は 20 g/日以上の群

とした。 

 

(3)解析方法 

①：脂肪肝に影響を与える因子の解析 

初回調査・追跡調査結果を用い、脂肪肝非

発症群、脂肪肝発症群に分類した。脂肪肝発

症群を従属変数とし、年齢、飲酒量、BMI、

収縮期血圧、中性脂肪値、LDL コレステロー

ル、HDL コレステロール、耐糖能異常、喫煙、

従事する仕事の労働強度、1 週間当たりの運

動頻度を独立変数とし、ロジスティック回帰

分析にて、脂肪肝の発症に関するこれらの因

子の影響を分析した。 

 

②：冠動脈石灰化に対する脂肪肝の影響の解

析 

脂肪肝非発症群、脂肪肝発症群、脂肪肝改

善群、脂肪肝群に分類し、それぞれの群間で

冠動脈石灰化のスコアの変化を比較した。 

また、追跡調査時に冠動脈石灰化のスコアが

10 以上増加したか否かを従属変数とし、脂肪



肝の指標（初回調査時の LS 比）を独立変数

としてロジスティック回帰分析を行った。さ

らに、動脈硬化の進展に影響する他の因子

（年齢、飲酒量、BMI、収縮期血圧、中性脂

肪値、LDL コレステロール、HDL コレステロ

ール、耐糖能異常、喫煙）を従属変数に加え、

冠動脈の石灰化に対する影響を調べた。 

 

③：飲酒量の影響の検討 

初回調査時点の1日当たりの飲酒量が純ア

ルコール換算で 20 g 未満群と 20g 以上群に

層別化し、再度①・②の解析を行った。 

 

４．研究成果 

初回調査では 1,112 名のデータを得た。そ

のうちの 849 名(76.3％)について、追跡調査

でデータを得ることができた。CT で肝臓・脾

臓 CT 値の計測ができなかった 8 名を除いた

841 名を解析対象とした。 

 

(1)脂肪肝の発症及び脂肪肝に影響を与える

因子 

初回調査で脂肪肝でなかった 772 名（91．

8％）の内、7.4％(57 名)が平均 4.9 年後の追

跡調査時に新たに脂肪肝を発症した。 

年齢、飲酒量、BMI、収縮期血圧、中性脂

肪値、LDL コレステロール、HDL コレステロ

ール、耐糖能異常、喫煙、従事する仕事の身

体活動強度、1 週間当りの運動頻度の脂肪肝

発症に対する影響をロジスティック回帰分

析にて解析したところ、BMI(1 増加当りオッ

ズ比 1.175, p=0.046)、中性脂肪値(10mg/dl

増加当りオッズ比1.105, p<0.01)が脂肪肝発

症と有意に関連した。 

 

(2)冠動脈石灰化に対する脂肪肝の影響 

冠動脈石灰化のスコアは、Ⓐ脂肪肝非発症

群(N=715) 、Ⓑ脂肪肝発症群(N=57)、Ⓒ脂肪

肝改善群(N=35)、Ⓓ脂肪肝群(N=34)それぞれ

で、追跡時に平均 147.2、137.8、61.0、150.3

増加した。各群間に有意差はなかった(図 1)。 

図 1. 冠動脈石灰化について、各群の追跡調

査時の増加スコア(平均値) 

 

 

次に研究参加者の飲酒量別に冠動脈石灰

化スコアを解析した。初回調査時に純アルコ

ール摂取量 20 g/日未満群ではⒶ脂肪肝非発

症群で 132.7、Ⓑ脂肪肝発症群で 87.0、冠動

脈石灰化スコアが増加した。純アルコール摂

取量が 20 g/日より多い群ではⒶ群 166.3、

Ⓑ群 225.0 スコアが増加したが、どの群間に

も有意差はなかった(図 2)。 

図 2.冠動脈石灰化について、脂肪肝非発症群

と発症群の追跡調査時のスコアの増加(平均

値)、純アルコール摂取量別の解析 

 

 

追跡調査時の冠動脈石灰化スコアの増加

に対して、初回調査時の LS 比は有意な影響

を認めなかった。 

年齢、飲酒量、BMI、収縮期血圧、中性脂

肪値、LDL コレステロール、HDL コレステロ

ール、耐糖能異常、喫煙をさらに従属変数に

加えたところ、年齢、飲酒量、収縮期血圧、

LDL コレステロールが有意であった。有意で

あった変数のオッズ比を示す(表 3)。 

 

 

 



表3. 追跡調査時の冠動脈石灰化スコアの10

以上増加に有意に影響する因子(降順) 

オッズ比 p値
年齢 (5歳加齢当り） 1.258 (<0.001)
飲酒量 飲酒量1合増加当り） 1.127 (0.040)
収縮期血圧 (10mmHg上昇当り） 1.127 (0.006)
LDLコレステロール （10mg/dl増加当り） 1.061 (0.026)

変数

 

 

冠動脈石灰化の進展には、脂肪肝や中性脂

肪値などの代謝異常よりも、加齢・飲酒・血

圧が影響していると考えられた。 

 

(3)飲酒量の影響 

脂肪肝の発症率を飲酒量に分けて分類す

ると、NAFLD の発症率は 8.1％（36/443 名）、

アルコール性脂肪肝の発症率は 6.4％

（21/329 名）であった。 

冠動脈石灰化に対する脂肪肝の影響は純

アルコール摂取量≧20 g/日群で、年齢に加

え、収縮期血圧(10mmHg 増加当りオッズ比

1.243, p=0.002) 、 LDL コレステロール

(10mg/dl 増加当りオッズ比 1.094, p=0.031)

が有意であった。一方、純アルコール摂取量

＜20 g/日群では、年齢のみが有意であった。

多く飲酒する群では飲酒量が少ない群に比

べ、収縮期血圧や LDL コレステロールの影響

をより大きく受けていると考えられた。 

 脂肪肝発症に影響する因子の探索では、純

アルコール摂取量 20 g/日未満群で、BMI と

中性脂肪値の増加のみが有意な影響を示し

た (BMI 1増加当りオッズ比1.279, p=0.028、

中性脂肪 10mg/dl 増加当りオッズ比 1.105, 

p=0.007)。 

純アルコール摂取量 20 g/日以上群では、

BMI の影響は有意ではなかった。中性脂肪は

有意な影響を示した (中性脂肪10mg/dl増加

当りオッズ比 1.105, p=0.025)。 

 

(4)考察 

脂肪肝の有病率を報告した文献は多数あ

るものの、日本人の脂肪肝の発症率を縦断的

に報告した文献は多くない。今回我々は日本

人の一般集団における脂肪肝の発症率を報

告することができた。 

冠動脈石灰化と脂肪肝が関連することは、

韓国・中国・米国等で報告されている。本邦

では、胸痛で病院受診した患者対象研究で、

冠動脈石灰化と脂肪肝との関連が報告され

ている。今般、我々は日本人一般集団におけ

る冠動脈石灰化と脂肪肝との関連を解析し

たが、明らかな関連は見られなかった。海外

の研究に比べ、日本人一般集団の冠動脈石灰

化は少ないとの報告があるが、そのためスコ

アの増加が小さく、冠動脈石灰化と脂肪肝と

の関連が見られなかった可能性はある。今後、

動脈硬化及び脂肪肝に影響を与える因子に

ついて、さらに詳細な解析を加える予定であ

る。 
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